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ご
あ
い
さ
つ特

定
非
営
利
活
動
法
人
福
島
県
防
災
士
会
　
理
事
長
　
基
潟
田
一士
里
な

福
島
県
防
災
士
会
（日
本
防
災
士
会
福
島
県
支
部
）
創
立
１０
周
年
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

福
島
県
防
災
士
会
は
平
成
２４
年
８
月
１８
日
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
直
後
で
混
乱
の
続
く
な

か
、
初
代
藁
谷
俊
史
支
部
長
を
中
心
に
会
員
２６
名
に
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
２９
年
５

月
３１
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
島
県
防
災
士
会
（初
代
藁
谷
俊
史
理
事
長
）
に
法
人
化
し
ま

し
た
。
現
在
会
員
数
１
５
６
名
の
正
会
員
と
賛
助
会
員
個
人
４
名
・団
体
１６
団
体
【２
０
２
２
年
６
月
現
在
】

で
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
早
１０
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
令
和
３
年
、
４
年
の
２
回
に
わ
た
る
震
度
６
強
の
地
震
や
台
風
ｏゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
大
き
な
浸
水
被
害
な
ど
、
平
成
２３
年
東
日
本
大
震
災
以
降
に
も
福
島
県
内
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
続
け
て
お
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
福
島
県
に

は
、
火
山
や
豪
雪
な
ど
も
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
リ
ス
ク
が
顕
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
県
民

の
防
災
意
識
は
今
ま
で
以
上
に
高
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

防
災
士
は
、
普
段
か
ら
各
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
、
行
政
ｏ企
業
ｏ学
校
・町
内
会
・自
主

防
災
会
な
ど
と
の
連
携
を
し
て
、
予
防
防
災
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
立
場
を
担

っ
て
お
り
ま
す
。

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
い
ち
早
く
声
を
上
げ
、
自
助
・共
助
を
促
し
て
、
安
全
と

安
心
を
確
保
し
な
が
ら
復
旧
正
常
化
を
目
指
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
大
切
な
役
割
を
す
る
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
内
に
は
防
災
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
が
、
約
３
３
０
０
人
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
よ
り
多
く
の
防
災
士
の
皆
様
に
防
災
士
会
に
会
員
登
録
い
た
だ
き
、
日
々
進
化
し
て
い

る
防
災
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
提
供
す
る
機
会
を
用
意
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
地
域
に
防
災
減
災
の

啓
蒙
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
福
島
県
防
災
士
会
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
防
災
士
と
し
て
、
さ
ら
な
る
減
災
を
め
ざ
し
て

予
防
活
動
や
有
事
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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福
島
県
支
部
設
立
１０
周
年
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
防
災
士
会
理
事
長
　
室
崎
益
輝

日
本
防
災
士
会
の
福
島
県
支
部
の
設
立

１０
周
年
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

と
同
時
に
、
こ
の
１０
年
間
の
貴
支
部
の
ご
活
躍
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
が
、
巨
大
化
し
激
甚
化
す
る
時
代
、
多
様
化
し
複
合
化
す
る
時
代
を
迎
え
、

地
域
密
着
型
の
防
災
の
専
門
家
と
し
て
の
防
災
士
の
役
割
は
、
年
々
大
き
く
な

っ

て
い
ま
す
。
ひ
と
り

一
人
の
防
災
士
が
そ
の
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
安
全
を
希

求
す
る
す
べ
て
の
人
々
と
連
携
す
る
こ
と
、
と
り
わ
け
防
災
士
相
互
が
協
働
し
つ

な
が
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
連
携
と
連
帯
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
の
が
、
日

本
防
災
士
会
で
あ
り
防
災
十
会
の
県
支
部
で
す
。

福
島
県
支
部
は
、
何
よ
り
も
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
、
さ
ら
に
は
行
政
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
、
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と
も
連
携
し
て
、
福
島
県
の
地
域
の
安
全

と
安
心
の
た
め
に
、
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
実
績
に
対
し
て
は
、
心
か
ら

敬
意
を
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
ｃ
と
り
わ
け
、
東
日
本
大
震
災
で
放
射
能
汚
染
を
含

む
深
刻
な
被
害
を
受
け
る
中
、
ま
た
３
月
の
福
島
沖
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

る
中
、
減
災
と
復
興
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
被
災
地
の
た
め
に
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
、
敬
服
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

防
災
士
に
は
心
・技
。体
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
心
技
体
を
磨
く
う
え
で
、
防
災

十
会
の
活
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
「
み
ん
な
で
防
災
、
ご

一
緒
に
防
災
」
の
気
持
ち
を

大
切
に
、
防
災
士
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
福
島
県
支

部
は
、
そ
の
原
点
を
大
切
に
取
り
組
ま
れ
、
被
災
地
復
興
だ
け
で
な
く
防
災
教
育
や

防
災
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
成
果
を
さ
ら

に
広
げ
、
全
国
の
防
災
士
や
防
災
士
会
に
刺
激
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
防
災
士
会
に
と
っ
て
、
地
域
密
着
型
の
活
動
が
大
切
で
、
県
支
部
の
取
り
組

み
が
基
本
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
県
支
部
の
活
動
を
強
化
す
る
う
え
で
、
す
べ

て
の
防
災
士
の
み
な
さ
ん
に
、
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
や
県
レ
ベ
ル
の
防
災
士
会
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
、地
区
防
災
計
画
の
取
り
組
み
、
避
難
所
運
営
の
取
り
組
み
、
子
ど
も

た
ち

へ
の
防
災
教
育
の
取
り
組
み
を
、
組
織
的
に
展
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
ｃ

福
島
県
支
部
が
、
そ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
、

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ｃ

慶

祝

日
本
防
災
士
会
会
長
　
浦
野
　
修

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
会
福
島
県
支
部
の
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

時
の
移
ろ
い
の
中
に
、
心
の
こ
も

っ
た
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
あ
り
、
時
と
し
て
見
せ
る

情
熱
や
連
帯
、
ど
の
行
動
に
も
、
貴
重
な
体
験
、
歴
史
か
ら
の
学
び
を
風
化
さ
せ
な
い
、
途
絶

さ
せ
ま
い
と
す
る
信
念
の
強
さ
が
随
所
に
見
ら
れ
、
皆
様
の
努
力
の
数
々
に
心
か
ら
深
甚
な

る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

二
〇

一
一
年
の
衝
撃
的
な
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
、
二
十
六
名
の
防
災
士
会
員
を
も
っ
て

支
部
を
立
ち
上
げ
、
藁
谷
俊
史
氏
を
支
部
長
と
し
て
躍
動
気
迫
に
満
ち
る
活
動
の

一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
市
町
村
の
各
種
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
と
共
に
、
生
命
を
守
る

防
災
活
動
を
実
行
に
移
し
、
行
政
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
と
災
害
防
災
協
定
を
結
ぶ
等
、
信
用
。信
頼
を

高
め
、
大
き
な
成
果
を
収
め
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
事
で
あ
り
、
支
部
姿
勢
の
崇
高
な
活
動

理
念
を
感
じ
ま
す
。
我
々
は
極
め
て
短
い
時
間
の
中
で
、
災
害
の
数
々
を
体
験
し
、
そ
の
都
度

学
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
支
部
の
皆
様
に
は
、
各
地
の
災
害
現
場
に
駆
け
付
け
、
被
災
地
復
興

支
援
に
当
た
る
他
、
支
援
金
を
寄
贈
す
る
等
、
地
域
に
寄
り
添
う
模
範
的
な
活
動
を
も
繰
り

返
さ
れ
敬
服
の
至
り
で
す
。

最
近
の
多
様
化
す
る
災
害
に
よ
っ
て
生
ず
る
人
的
。物
的
損
害
は
計
り
知
れ
ず
、
傷
心
は

癒
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
苦
悩
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
災
害
の
備
え
に
叡
智
を
結

集
し
万
全
を
期
す
こ
と
こ
そ
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
ｃ

災
害
時
に
は
、
知
識
と
経
験
の
あ
る
実
働
部
隊
は
大
き
な
力
を
示
し
ま
す
。
そ
こ
に
防
災

士
の
期
待
さ
れ
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
平
常
時
の
対
応
で
は
避
難
所
開
設
運
営
訓

練
、
地
区
防
災
力
の
向
上
、
学
校
の
訓
練
等
、
官
民
・民
民
の
橋
渡
し
と
な
り
存
在
感
を
示
す

使
命
を
帯
び
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
境
を
取
り
払
い
、
各
種
団
体
や
郵
便
局
長

の
防
災
士
が
地
域
や
支
部
活
動
に
融
合
し
、
地
区
防
災
計
画
推
進
の
担
い
手
と
し
て
力
を
注

ぎ
、
尊
い
生
命
を
守
る
先
鋒
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
の
女
性
防
災

推
進
委
員
会
を
中
心
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
防
災
に
は
女
性
の
視

点
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
強
固
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
ｃ

防
災
、
減
災
の
備
え
こ
そ
、
平
時
の
今
だ
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
コ
ロ
ナ
も

災
害
で
あ
り
、
こ
の
現
実
も
加
え
た
取
り
組
み
を
醸
成
し
、
安
心
安
全
な
社
会
の
為
の

一
翼

の
担
い
手
と
し
、
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

備
え
を
生
活
習
慣
化
す
る
啓
蒙
活
動
を
進
め
て
い
く
事
を
確
認
し
合
い
、
克

つ
災
害
忘
れ

ま
じ
を
合
言
葉
に
節
目
の
慶
賀
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

目
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2012年度

8月 18日 日本防災士会福島県支部が26名
を開催する。初代支部長

竃避又『 蒟 三陸

'中

地震Mア .3

1月 30日 。31日 福島県住民参加型防災訓練と
ワークショップヘ参加

2月 10日 第4回いわきサンシヤインマラソン救護員協力

2013年度

9月 1日  福島県総合防災訓練(二本松市
9月 27日 会津若松市総合防災訓練(東山月

避難行動要支援者避難訓練参加

10月 5日 桑折町総合防災訓練(半田醸芳小学校)

避難行動要支援者避難訓練参加

10月 20日 新地町防災訓練(福田小学校)

避難行動要支援者避難訓練へ参加

穐`:薦 意難 爾ノふ攀大

2014年度

4月 15日 福島県と『防災に係る相互協力に

締結

6月 20日 NHK福島放送局 ふくみみラジオ
「教えて !防災はかせ」

SRttΦ餘 広島県広島市(安佐北区、安佐繭区)で

大規模な土砂災書が発生

8月 31日 福島県総合防災訓練(市民スポーツ会館)参加

9月 7日  下郷町防災訓練(下郷町役場)
避難行動要支援者避難訓練参加

参暉懺Γ趙 篠l嶽曲噴火

9月 27日 大玉村防災訓練(大玉村保健センター)

避難行動要支援者避難訓練参加

10月 18日 福島市総合防災訓練(信夫ヶ丘緑地公園等)

避難行動要支援者避難訓練参加

霰鸞避曇に長野県北部地震M6.y

2015年度

(ビッグパレットふくしま/日本大学工学部)参加

11月 25日 福島県避難行動要支援者図上避難訓練(二本松市)

参加

11月 28日 いわき市原子力防災実働訓練 (いわき市小川地区)

参加

12月 4日・5日 福島県自主防災組織リーダー研修会(郡山市)

参加

1月 16日 いわき市津波避難訓練(いわき市藤間中学校)参加
2月 18日 福島県災害応援協定ネットワーク会議参加

2016年度

4月 1日  福島県自主防災組織活動促進事業|
囃飩罐4凸 熊本地震M6.5

4轟罐縣爾 熊本地震期ア.3

5月 12日 いわき市と『防災に係る相互協力に関する協定書』

締結

6月 25日 熊本地震被害支援活動

熊本県支部へ支援金寄贈 ロ

8月 27日 郡山市総合防災訓練(芳山小学校)参加

8月 28日 福島県総合防災訓練(会津若松市)参加

9月 25日 鮫川村防災訓練(鮫川村保健センター)避難行動要

支援者避難訓練参加

10月 2日 川俣町防災訓練(小島公民館)避難行動要支援者避

難訓練参加

10月 23日 天栄村防災訓練(天栄村健康保健センター)避難行

動要支援者避難訓練参加

10月 29日 いわき市原子力防災実働訓練(いわき市川前地区)

参加

10月 29日・30日 福島県地震防災セミナー参加

12月 17日 福島県自主防災組織リーダー研修会(南相馬市)参加

12月 18日 福島県自主防災組織リーダー研修会(福島市)参加

鞍璃豊穣轟褒城嬌主ぶ :■
=黒
13

1月 21日 福島県防災士養成フォローアップ研修会参加

1月 29日 NPO法人化に向けた臨時総会開催
2月 16日 NPO法人化設立認証申請手続き書類の提出

20171毎ユl童平成29年4月

4月 29日

5月 31日

Γ轟懸仁

時議嘲

7月 15日

いわき短期大学で地域防災計画学

特定非営利活動法人福島県防災

8月 30日 福島県総合防災訓練(南相馬市)参
瘍爾 囀購∫́
lth関東・東北豪雨
9月 13日 喜多方市総合防災訓練(御殿場公園運動広場)

避難行動要支援者避難訓練参加

10月 1日 平田村防災訓練(勤労体育センター)

避難行動要支援者避難訓練参加

10月 21日 福島県石油コンビナー ト防災訓練

(広野火力発電所)参加

11月 22日 第24回全国ボランティアフェスティバルふくしま

九州北部最雨

ばんげ安全安心フェスタ

(会津坂下町中央坂下公民館)参加

三春町岩江地区自主防災組織研修会

(岩江地区防災コミュニティセンター)支援

秋田県洪水被害支援活動

秋田県支部へ支援金寄贈

南相馬市中太田防災会研修会(中太田集会場)支援

九州北部豪雨被害支援活動

九州地方支部連絡協議会へ支援金寄贈

7月 19日

8月 2日

8月 6日

8月 18日

4
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8月 26日 会津美里町防災訓練(旧尾岐小学校)参加

8月 26日 郡山市総合防災訓練(小山田小学校)参加

8月 27日 福島県総合防災訓練(福島市/福島県消防学校)参加

9月 3日  北塩原村防災訓練(裏磐梯小学校)避難行動要支援
者避難訓練参加

9月 9日  お天気フェア2017(福島市/四季の里)参加
9月 24日 西郷村防災訓練 (西郷村社会福祉協議会)避難行動

要支援者避難訓練参加

10月 15日 新地町防災訓練 (新地小学校)避難行動要支援者避

難訓練参加

10月 28日・29日 ふくしま防災フェア2017(相馬市)参加

礁̀
霧
虚濾灘 薫It難■11噴火
3月 4日  福島県防災士養成フォローアップ研修(郡山市労働

福社会館)参加

3月 24日 。25日 」A共済主催『中てれ祭り』参加 ロ

201

6月 5日  郡山市自主防災組織講演会参加

7月 28日 白河市西三坂地区
『地域コミュニティ強化事業』参加

8月 3日 。4日 桑折町半田地区小学生防災合宿参加
轟轟避∫%。 Mヽ  令澪選元年8月の前線 |こ伴う大雨
8月 31日 そうまジュニア防災マスター (相馬市立飯豊小学

校)参加

糧輪艤燿燈%。 櫓爾令禾国元年東国本台鼠(台風19号 )

10月 20日 。21日 台風19号被害ボランテイア活動

(郡山市内、いわき市内)参加

11月 29日 愛媛県支部 女性部長 藤岡緑様より令和元年東日

本台風被害支援金 100′ 000円寄付

12月 7日・8日  台風19号被害受援対応
(奈良県、和歌山県、大阪府)の対応

選躙濃趙 新型コ田ナウィルス感染症
ダイヤモンドプ |プ ンセス号横浜港で検疫開始

3月 7日  鏡石町社会福祉協議会
『ボランテイア入門講座』参加

2020年度
6月 16日 会津若松市旧年貢町町内会勉

轟ざ橿S懸 大阪北都地震踵6.1

饉餘避懲爾 驚中轟議=
難 F薦 轟 灘

凛 i覇 小 軍 |ミ 1電

7暴
i里  7月壕雨被害
γノ爛l .  _ .    .
7月 30園 郡山市内爆発事故

8月 12日 棚倉町『地域コミュニティ強化事業』参加

9月 3日  郡山市(安積地区/開成地区)『地域コミュニティ強化
事業』参加

疇轟 穐覇

特懲%  台民
21号 による暴風・高)襲被書

や胚懸爾 北,毎道離振業部地震 lv16、ア
9月 6日  会津若松市(東年貢二区)『地域コミュニティ強化事

業』参加

9月 12日 いわき市立玉川中学校防災教育出前講座『クロス

回― ドゲーム』参加

10月 10日 西日本豪雨被害支援活動 中国地方支部連絡協議

会へ支援金寄贈

10月 20日 。21日 ふくしま防災フェア2018(会津若松市)参加 ロ

10月 28日 桑折町防災訓練参加

11月 17日・18日 緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓

練参加

1月 22日 ふくしま防災塾 トップ59参加

2月 24日 いわき市勿来地区避難所実動訓練参加

2月 28日 桑折町社会福祉協議会『災害救援ボランティア養成
講座』参加

2019年

6月 30日 福島県自主防災活動促進事業

(桑折町)参加

7月 25日 いわき市関田地区
『地域コミュニティ強化事業』参加

7月 27日 福島市下川崎地区

『地域コミュニティ強化事業』参加

2021年度

6月 20日 福島市信陵学習センター『市民

F(3m 熱,毎市督豆濾土砂災書
はR穐 糧趙耀秒は 3農豪雨被害
9月 22日 三春町区長会研修会参加

11月 6日 イオンモールいわき小名浜 防災グッツ作成コー

ナー参加

12月 10日 相馬市立向陽中学校地震避難訓練参加

鵞躙糧膠爾 トンガ海底火山噴火 |こ伴う津波
はヽ Ⅷ懇m福 島県沖を震源とする地震発生絨7.4

(最大震雛 強)

3月 29日 テレビユー福島との連携協力に関する協定書締結

2022年度

4月 17日 南相馬市災害ボランティア

5

|||‐
|■‐|

11月 27日 NHK福島放送局との連携協力に関する協定書締結ロ

12月 1日 し`わき市立豊間中学校防災研修 1年生『災害図上

訓練』、2年生『クロス回一 ドゲーム(ボランティア

編 )』参加

12月 18日 福島市地域防災力強化事業講演会

杉妻地区自主防災会まち歩き参加

置ヽ 燿濾m福 島県)幸を震源とする地震発生懸■3
(最大震麟 強)

3月 16日 学校法人昌平豊との防災教育及び活動に関する協

定書締結 ロ

|■●

7月 8日  福島中央テレビとの連携協力

I■
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地区防災計画
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1地区の特性に応した講薩
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1地域を見つめなおす織好の機会になった 1

,新たな交流,ネットワークが生まれ健!

●篠警」が鴫磯になり、通動の鍵議性につなが食 :

t鷹えた分だけ贅心につなが壼 1

2.鸞熾譲ミュニティ壺棒のボトムアップ型の計画

3.鰹縞的に地区防災力を向上させる計画
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計画を作成した地区では、どんな反響があった?

蝙 日本防災士会会員の活動理念 蝙

第 1 日本防災士会会員(以下「会員」という)は、地区防災力の向上に努め、
防災協働社会の実現に寄与することを活動の基本理念とする。

第 2 会員は、地区の防災活動に参画し、災害の事前対策、応急対策等、地区
防災計画の策定・実施に関し、指導的役割を果たすものとする。

そのために、次の事項に積極的に取り組むものとする。

1会員相互のネットワークを構築し、協力関係を確立すること。
2地区防災活動のリーダーにふさわしい防災知識・技能の研さんに

努めること。

3自治体との緊密な連携を図ること。
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